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出來る．大門はどうか？　此の現象を槻測して色kの意味で實に興味深く感じ

た．大氣物理學的にみて何等根嫁なきものであらうが正Yc　interesting　pheno・

menonでではある．伺此の現象の氣選歌態から氣付いたことは，一般に低氣

墜通過後叉，冬型の氣墜配置による北面氣流等の即き強氣流が流行せる謝よ，

現象はぽとんど槻られなかった．これに反し春季夏季等の如く高氣堅の勢力が

内地一帯を，ゆるやかに覆ってみる場合特に顯著であった．

　　　　　　　　　　　　　　附　　　言

　近時，太陽物理學の進歩に件ぴ黄道光研究の意義深きものがあります、太陽

コロナは太陽現象中，最も地球に近きものであり，その地球への影響は太陽黒

黙同様（黒黙とコロナの深V・關係を思ふとき）大きなものがありませう．更に

そのコロナの延長であると云はれる黄道光こそ地球への影響更に大なるものが

ありませう．吾々の便命，重且大なるを痛感いたすものであります．私の東伊

豆在所中の観測は微かなものではありますが，當時太陽黒鮎最盛期でもあり，

叉一般に槻測点も減少して居り，私の上記の拙い襯測が，將來微かでも黄道光究

明への一点料となり得ますれば最上の光榮といたすものであります．今回は襯

測総括及び特別槻測の大要を報告いたした次第であります．尚，詳細な観測記

録及び當時の雨湿槻測をいたしてありますので，整理の上，興味ある結果が出ま

すれば，後日，本誌に獲表させて頂きたいと思って居ります．此の観測期間中種

々御指導御鞭縫を賜った山本一清博士，並びに瀬戸観測所の本田實氏に劃し深

厚なる感謝と御回を巾上げます．尚叉槻測地にあって御便宣をはかられし片瀬

製品所（現日本温熱利用製整一飛Dの諸氏に鋭し御話申上げます．（1940．7．25）
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